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気象庁「キキクル（危険度分布）」の表示方法の変更（令和4年6月30日）
災害が切迫した警戒レベル5「黒」の段階が追加され、避難の合図である警戒レベル4「うす紫・濃い紫」が「紫」へ統
合されました。

新たに追加された「黒」の段階は、大雨特別警報を発表する基準値にも用いられるもので、災害がすでに発生して

いるか、災害が切迫している段階（警戒レベル5）に相当します。また、「紫」の段階は、災害発生の危険が迫ってきて
いる段階で、すぐに避難をするなど命を守る行動を促す段階（警戒レベル4）に相当します。

【キキクル（危険度分布）】
気象庁ホームページで公表さ

れています。

大雨の時、

「土砂災害」

「浸水害」

「洪水」
の危険がどこまで迫っているかを

地図上に色分け表示してくれる、

危険度分布図です。

10分ごとに更新されます。
大雨による災害から、あなたやご

家族の命を守るための情報です。
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播磨町消防団女性分団

播磨町から発令される避難情報とどう違うの？
⇒播磨町から避難情報が発令されたら速やかに避難行動をとってください。

一方で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示等よりも先に発表されます。

危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する紫

高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当する赤色

が出現した際には、避難指示等が発令されていなくても、自主的に避難の判断をすることが重要です。

青森や秋田などでは東北の記録的大雨が発生しています
停滞する前線の影響で、青森県や秋田県では平年の8月1か月分を上回る記
録的な大雨となっており、被害が発生しています。

また、山形・新潟・北陸などでも被害の

対応に追われています。

川があふれ、住宅が浸水するなどの

被害が出ています。

夕方に避難し、一夜明けて自宅

に戻ったところ周辺の道路が冠水し、

自宅も浸水していた地域もあります。

いつもは穏やかな水流の喜瀬川や用水路も大雨の影響は計り知

れません。生き抜くためには一人ひとりの心がけが一番大切です。


